
- 3 - 

（別紙１） 

管理運営状況 評価シート【令和７年度】 

（評価日 令和８年６月 15日） 

１ 施設の概要 

施設名 岩手県県民の森 

所在地 

電話・FAX 

HP・電子ﾒｰﾙ 

〔管理事務所；森林ふれあい学習館フォレストＩ（アイ）〕 

〒028-7302 

八幡平市松尾寄木第１地割 515番５ 

電話 0195-78-2092  FAX 0195-71-1778 

HP http://www.kenminnomori.com/  電子メール forest@kenminnomori.com 

設置根拠 森林公園条例（昭和 55年３月 25日条例第 26号） 

設置目的 

（設置：昭和 44年４月１日） 

 県民の保健、休養及び森林に対する知識の普及向上に資するとともに、青少年の森林に関す

る体験的学習による森林愛護思想の高揚を図る。 

施設概要 

公園面積 約 360ha 

主な施設 森林ふれあい学習館（延べ 1302.79㎡）、木材工芸センター（241.77㎡）、 

キャンプ場炊事施設、野鳥昆虫観察舎、機械保管庫ほか 

施設所管課 
岩手県農林水産部森林保全課 

（電話 019-629-5797（直通）、メールアドレス AF0012@pref.iwate.jp） 

 

２ 指定管理者 

指定管理者名 公益社団法人岩手県緑化推進委員会 

指定期間 令和５年４月１日～令和 10年３月 31日（５年間） 

連絡先 

〒020-0021 

盛岡市中央通三丁目 15番 17号 

電話 019-625-0310  FAX 019-625-0356 

 

３ 指定管理者が行う業務等 

業務内容（主な

もの） 

１ 施設及び設備の維持管理に関する業務 

２ 施設の運営、利用に関する業務 

職員配置、管理

体制 

 

５名（常勤換算３名） 

（R７年４月１日現在） 

組織図 

 

別添のとおり （内訳） 

県緑推２名、県民の森事務局３名 

利用料金 

森林ふれあい学習館多目的ホール（１時間までごと 2,150 円）、同ミーティングルーム（１時

間までごと 1,130円）、キャンプ場（テント１張１日までごと 680円）、物品販売等（１人１日

までごと 570円）、業として行う写真撮影（１日までごと１台ごと 230円）、展示会等（１日ま

でごと 5,090円） 

開館時間 ９～16時 休館日 毎週火曜日、年末年始（12/29～１/３） 

 

４ 施設の利用状況     （単位：人） 

（利用者数、稼

働率等） 

前期間 

平 均 

指定管理期間 
備考 

R5年度 R6年度 R7年度 期間平均 

第１四半期 14,300 26,598 19,482 22,833 22,971  

第２四半期 18,803 21,607 24,760 25,926 24,097  

第３四半期 61,929 48,987 28,095 26,722 34,601  

第４四半期 13,466 20,802 11,640 9,618 14,020  

mailto:forest@kenminnomori.com
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年間計（実績） 108,498 117,994 83,977 85,099 95,690  

年間計（計画）       

 

５ 収支の状況      （単位：千円） 

区  分 
前期間 

平 均 

指定管理期間 
備考 

R5年度 R6年度 R7年度 期間平均 

収

入 

利用料金収入 198 129 112 134 125 

単位未満四捨

五入のため、小

計と内訳の計

が一致しない

場合がある。 

 

県委託料 26,079 26,389 26,561 27,140 26,697 

自主事業収入 4,422 5,095 2,557 2,521 3､391 

管理事業収入 79 5 4 4 4 

その他 66 38 24 17 26 

小計 30,844 31,656 29,258 29,816 30,243 

支

出 

人件費 14,691 13,820 14,421 13,894 14,045 

維持管理費 11,730 12,742 12,281 13,401 12,808 

自主事業費 3,518 4,669 2,420 2,287 3,125 

小計 29,939 31,231 29,122 29,582 29,978 

収支差額 806 425 136 234 265 

 

６ 利用者の意見等への対応状況 

(1) 利用者意見（満足度等）の把握方法 

把握方法 

アンケートボックスを設置し、施設の満足度、展示物

の評価、改善点等を記入していただいたほか、行事終

了後には行事参加者との意見交換を行うとともにア

ンケートで意見等をいただいた。 

実施 

主体 

公益社団法人岩手県緑化推進委員

会 

(2) 利用者からの苦情・要望 

受付件数 苦情５件、要望 30件 

主な苦情、要望等 対応状況 

 

・小さい子供と遊びに来たが、親と子供（小

学生ぐらい）が鬼ごっこをして走り回ってい

たので、ルールを明確に表示した方が良い。 

・２階ギャラリーは走れるようにしてほしい。

冬でもたくさん走れるとこはなかなかないの

で。どうしても走ってダメならその理由も書

いてあると子供に説明しやすいです。 

・カメムシが多いので、捕まえたら楽しいと

思います。 

 カメムシ１匹→1ポイント 

 3ポイントでどんぐり 

 5ポイントで松ぼっくり等に交換 

・以下のとおり掲示 

「他の方の迷惑になりますので、走らないようご協力下さい。」 

 

 

 

・県と協議し検討する。 
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その他利用者からの積極的な評価等 

【来館者アンケートからの声】 

・無料でここまで遊べるのは大変助かります。遠いですが、また来ます。 

・木のおもちゃで遊べてとても良い。ありがとうございます。 

・このような自然豊かな場所で楽しめるのはサイコーです。いつまでも続いてほしいです。 

・子供は遊べて、大人は勉強できて素晴らしい施設でした。 

・工作が楽しかった。 

・初めて来てみました。無料なのにこのクオリティは素晴らしいです。入館料払ってもいいくらいでした。 

・木のにおいが良かった。 

 

【行事参加者からの声】 

・ガイドさんがわかりやすく説明してくれたり、画像も準備してくれて、香りをかいだり、触ってみたりと色々

な方法で興味を持たせてくれて楽しかったです。（春の森さんぽ） 

・地元に暮らしていても、知らないことばかりです。花木について教えてもらい楽しかったです。（春まつり森

さんぽ） 

・リスト製作してくださり、メモや写真撮影に気を取られず、よりお話に集中することができました。４月５月

の企画とルートも変わり、変化する植物の様子を楽しむことができました。（新緑の森さんぽ） 

・フィールドワークから座学まで非常に面白い話をお聞きできて楽しかったです。（きのこ教室） 

・丁寧にご説明いただいて、勉強になりました。秋の森の様子を満喫できました。（秋の森さんぽ） 

・体力的に少し心配がありましたが、ゆっくり歩くことができたのでとても楽しかったです。気持ちよく歩きな

がら、鳥を探すのがとても楽しかったです。（野鳥観察会） 

・今後もワクワクするイベントを企画されることを楽しみにしています。是非参加したいのでよろしくお願いし

ます。（forestXmas） 

・コースも盛沢山に工夫していただき大変楽しかったです。七滝が見れないのが残念と思っていましたが、今日

のツアーは大満足でした。ありがとうございました。（県民の森スノーシュー冒険ツアー） 

・できる機会があったら今度は友達とかも連れて参加したい。（県民の森スノーシュー冒険ツアー） 

 

７ 業務点検・評価（※） 

(1) 業務の履行状況 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

運営業務 ・ 利用料金が県の承認を受けたも

のとなっている。 

・ 施設使用許可等申請の受付・処

理体制が適正である。 

・ 施設利用等料金の徴収、減免、

還付等が適正に行われている。 

・ 利用者に対し、正当な理由がな

いのに施設の利用を拒むなど、不当

な差別的取扱いをしていない（公共

性、公平性の確保） 

・ 利用料金については、県の承認

を受けた項目、内容（岩手県森林

公園条例で定められた金額）で金

額を徴収した。 

・ 施設使用許可は、申請の受付か

ら許可まで、県に提出した管理計

画書のとおり適正に行った。 

・ 施設利用等料金の徴収、減免は

適正に行った。なお、学校行事、

子供会行事で利用する場合は利用

料金を免除している。 

・ 利用者に対し、正当な理由がな

いのに施設の利用を拒むなど、不当

な差別的取扱いはしていない。 

A 

施設の利用状況 ・ 過去の実績程度の利用者数を確

保している。 

・ 概ね前年度並みの利用者数とな

ったが、令和６年度からの岩手山

噴火警戒レベル引き上げによる入

山規制の影響を受けている。 

A 

事業の実施状況 ・ 計画的に行事を実施し、参加者

数を確保している。 

・ 前年に引き続き、計画に対して

の行事参加者数は 90％以上を確保

することができた。木工教室に関

しては定員以上の参加者数があっ

た。 

行事の内容を再考するなどし、

A 
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今後も継続して実施していきた

い。 

施設の維持管理状況 ・ 基本協定に定める維持管理に係

る業務が適正に実施されている。 

・ 施設管理は概ね作業計画どおり

に適正に維持管理したほか、特に

園内の森林環境整備管理は、利用

者に快適性をもってもらえるよう

計画以上に作業を行った。また、

山火事の危険性が高い時期は園内

放送等で山火事注意の呼びかけを

強化した。 

・ 施設の清掃は毎日行い、特にト

イレは利用者に不快感を与えない

よう清掃を徹底した。 

・ 冬季期間はチップボイラーの運

転が再開されたほか、職員が除雪と

石油暖房の管理を行い、来館者の利

便性をなるべく損なわないよう努

めた。 

・ 木工センターは、木工体験用土

台作り等簡易的な内容の範囲で利

用を再開した。 

・ 今期キャンプ場は、漏水による

トイレ閉鎖や夜間対応が困難であ

る事等からデイユースのみの利用

としたが、今後も利用について状況

を確認しながら県と協議していく。 

・ 法定保守点検及び専門的知識・

技術を必要とする業務は委託を行

い適正に維持管理できた。 

・ 軽微な修繕は可能な範囲で行い、

利用者の利便性確保に努めた。 

・ 備品関係は基本協定書に基づき

適切に管理した。 

A 

記録等の整理・保管 ・ 業務日誌、点検記録、整備・修

繕等の履歴など各種管理記録等、帳

票書類が整理、保管されている。 

・ 作成した帳票書類、点検記録、

整備・修繕等の関係書類は項目ご

とに整理し、保管している。 

・ 業務日誌は作成様式に従って、

毎日、学習館、木材工芸センター、

園内作業に分けて業務の実施内容

を記録、保管している。 

・ 個人情報については、キャビネ

ットに保管し施錠管理している。 

A 
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自主事業、提案内容の実施

状況 

・ 自主事業、提案内容の管理運営、

事業等が計画的に行われている。 

・ スタッフミーティングや県民の

森管理運営検討会、県民の森運営

連絡会議で、事業の進捗、施設管

理運営状況、課題と対応策につい

て確認しながら管理運営を行っ

た。 

・ 行事等においては年間を通し事

故もなく概ね計画通りの運営、開催

することができた。（行事参加者お

よび木工教室参加者にかける傷害

保険、及び賠償責任保険には全て加

入している） 

・ 入山規制により七滝関連の行事

は計画できなかったが、新たに初心

者向けのスノーシュー体験などを

企画したほか、自主行事は概ね予定

通り行った。 

・ 自衛消防訓練（年２回５月、11

月）、接遇研修・コンプライアンス

研修（４月）も行い、管理運営上

の意識向上を心掛けた。 

・ 令和７年度は新たに「県民の森

春まつり」を開催し、新緑の時期

の県民の森の魅力を発信すること

で、大型連休後の入込人数を増や

すことができた。 

・ 近隣宿泊施設等の宿泊者に、県

民の森の園内散策等、園内を活用

していただいている。 

・ （公社）岩手県緑化推進委員会

の企画行事として７月 25日に「第

56 回岩手県緑の少年団大会」を開

催した。県内の緑の少年団と秋田

県及び福島県の緑の少年団も含め

13 団 156 名の団員のほか、育成会

や関係者含め 287 名が参加し、イ

タヤカエデ、コハウチワカエデの

植樹を行ったほか、樹木観察や木

工工作体験を行った。 

・ 8 月 30 日には一般県民・林業関

係者等 82 名が参加し、ボランティ

アによる下草刈りと特定外来生物

オオハンゴンソウ駆除作業を実施

した。 

・ 関係各機関への情報提供ツール

（テレビ、ラジオ、新聞、広報誌の

ほかホームページや X、Instagram

の更新）により、自主事業行事募集

や施設利用の宣伝に力を入れた。 

A 
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（施設所管課評価） 

・成果のあった点： 計画に基づき適切に施設の管理・運営を行った。 

         従来のテレビ、ラジオ、新聞、広報誌、ホームページに加えＸ、Instagram での情

報発信を積極的に行った結果、フォロワー数は前年より 200～400増となった。 

・改善を要する点： 特になし 

 

A 

 

 

 

(2) 運営体制等 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

職員の配置体制 ・ 知識、経験を有する人員が適切

に配置されている。 

・ 職員が仕事内容を十分に把握し

ている。 

・ 業務内容を熟知している職員を

配置するとともに、関係各所の協

力も得ながら、管理運営が円滑に

行われた。 

・ 繁忙期を中心に館内対応を強化

するため、８月より臨時職員１名

を採用した。 

・ （公社）岩手県緑化推進委員会

本部が管理事務所と連絡を密に

し、行事等で業務多忙の時は本部

から職員を派遣した。 

・ 有資格者として、防火管理者（甲

種）を配置している（事務所職員

３名）。 

・ 開催行事の内容によっては専門

的な知識を要するため、スタッフ

の研修も兼ね外部講師を招き対応

した。 

・ 職員は自主的に森林インストラ

クターの資格取得や研修会に参加

するなど自己啓発につとめてお

り、その知識や情報が日常業務に

おいて十分に発揮されている 

A 

苦情、要望対応体制 ・ 苦情・要望等の受付・処理体制

が整備されている。 

・ 苦情・要望等への対応が適切で

ある。 

・ 職員間の情報共有が適切に行わ

れている。 

・ アンケートボックスや行事アン

ケートを実施している。 

・ アンケートボックスや行事アン

ケート又は口頭で受付けた苦情・

要望等については、速やかに上司

に報告、スタッフミーティングで

共有し対応した。 

・ 重要な案件は本部に報告し管理

運営検討会で改善検討した。盛岡

広域振興局には毎月の連絡会議で

報告し、対応を協議・検討した。 

A 
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危機管理体制（事故、緊急

時の対応） 

次について適切に行われている。 

・ 事故防止の対策 

・ 緊急事態発生時の対処マニュア

ル等の整備 

・ 非常訓練等の実施 

・ 事故発生時の対応、報告 

・ 再発防止のための措置等 

 

・ 緊急時対策・防犯・防災マニュ

アルに基づき、事故者の保護、応

急手当、救急連絡等について、職

員全員が対応できるよう確認を行

っている。 

・ ５月 14日及び 11月 19日に、防

火訓練、通報訓練、避難訓練、防

火教育を職員全員で行い、危機管

理意識を高めた。 

  ６月 18日には林業労働安全研修

会を開催し、災害対策、救急処置

等について研修した。 

・ 大きな事故等の発生はなかった

が、事故防止のために見回りを徹

底し危険な箇所にはトラロープを

張るなど安全を確保した。 

・ 岩手山噴火警戒レベル引き上げ

による入山規制が継続しているた

め、登山道入口への看板設置など注

意喚起を続けている。 

・ 山火事の注意喚起、熊出没の注

意喚起にも継続して取り組んでい

る。 

A 

コンプライアンスの取組

み、個人情報の取扱い 

 法令遵守への取組みがなされてい

る。 

・ 公の施設としての公共性、公平

性が確保されている。 

・ 個人情報が適正に管理されてい

る。 

・ 個人情報の適正な管理のために

必要な措置を講じている。 

・ 県の承諾なしに、業務を第三者

に委託していない。 

・ 労働基準法等法令、及び県森林

公園条例、県暴力団排除条例等を

確認し遵守した。 

・偏った判断や不正な取引等を行わ

ず、公の施設としての公共性、公

平性を確保している。 

・ ４月 24日に「個人情報管理につ

いて」研修を行い、個人情報の目

的外使用、第三者への提供禁止、

パソコンデータ等の外部への持ち

出し禁止、メール、ファクスの誤

送信の注意喚起、書類の施錠保管、

廃棄に当たってのシュレッダー処

理について注意喚起を行った。 

・ 県の承諾なしに、業務を第三者

に委託していない。 

A 

県、関係機関等との連携体

制 

・ 県や関係機関との意思疎通が十

分に図られている。 

・ 緊急時の連絡体制が整備されて

いる 

・ 毎月の連絡会議において、管理

状況と課題について報告を行い、

情報共有を図った。早急な対応を

要する事項等については県に報告

し、指示を仰いだ。 

・ 非常時連絡系統図を基に、緊急

時には円滑な連絡を取れるよう確

認した。また、自衛消防訓練の際

には地元消防署への通報訓練もあ

わせて行った。 

A 

（施設所管課評価） 

・成果のあった点： 職務内容を十分理解した職員を適切に配置するとともに関係機関と連携し、業務を

円滑に行った。 

緊急時に備えた訓練を適切に実施し、利用者の安全確保に努めた。 

・改善を要する点： 特になし 

A 
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(3) サービスの質 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

運営業務 ・ 職員の接客態度が良好である。 

・ 各種事業等が適切に実施されて

いる。 

・ 施設の管理・運営に必要な研修

等が実施されている。 

・ 職員は相手の目線に立った接客

を徹底した。４月 24日に接遇・ク

レーム対応についても研修を行

い、「来場者にまた来たいと思って

もらえるよう、親切・丁寧な心温

まるサービスの提供」を心掛ける

ことを再確認した。結果、アンケ

ートでのほか、直接利用者からお

褒めの言葉をいただく機会もあっ

た。 

・ 概ね年間計画に基づき、事故な

く各事業を実施した。新たな企画

も立ち上げ、職員が臨機応変に対

応し適切に事業を実施、運営する

ことができた。 

・ ６月 18日に、県民の森職員と林

木育種場職員合同で、衛生管理者・

安全管理指導専門家、林業技士・チ

ェーンソー指導員、安全衛生指導員

の山内達雄氏の指導の下、林業労働

安全研修の講義およびチェーンソ

ー・下刈り機使用に係る実技指導を

受けた。 

・ 新規の緑地班は刈払機作業従事

者安全衛生教育講習会を受講した

ほか、臨時職員も含め除雪講習会を

受講している。 

A 

利用者サービス ・ 利用者ニーズに応じた施設運営

状況（利用日・利用時間等）であ

る。 

・ 積極的・効果的な広報活動を行

っている。 

・ ＰＲに効果的なホームページが

作成・運営されている。 

・ 施設利用等の予約がしやすい。 

・ 利用者サービスの維持・向上に

向けた取組みを行っている。 

・ 休館日は火曜日とし、週末の家族

連れの利用や学校の体験活動等に

利用しやすい体制にしている。 

・ チラシ等は、継続的に各市町村、

マスコミ各社や関係機関に配布、

掲載依頼を行ったほか、近隣施設

等に直接職員が説明し広報活動を

行った。 

・ ホームページや X、Instagramの

積極的な更新（ホームページ年間

139回、X年間 583回、Instagram516

回）を行い、園内や施設情報の発

信による PRを図った。特に観光客

の多い時期には細やかな更新で桜

の開花・紅葉状況の情報を提供し

た。 

・ X の年度末のフォロワー数は

2,416（前年比＋284件）、Instagram

の年度末のフォロワー数は 551（前

年比＋423）になっており、新規利

用者層への PRに力を入れている。 

・ 予約受け付けは電話、窓口、メ

A 
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ールで随時受け入れており、必要事

項の説明と疑問への回答を行いス

ムーズな予約を実施した。近隣宿泊

施設や観光協会等近隣からの受入

依頼も随時受付け、利便性を図っ

た。 

利用者アンケート等 ・ 利用者アンケート等を積極的に

行い、利用者の意見等の把握に努

めている。 

・ アンケート結果等に対し適切に

対応している。 

・ アンケートボックスを複数設置

し利用者に意見・感想を求めたほ

か、行事の際はアンケートを記入

していただいた。また、来館者ア

ンケートを記入していただき、利

用者要望に対しては、回答を館内

の掲示板に掲示し対応した。内容

はスタッフミーティング、管理運

営検討会で改善検討したほか、毎

月の連絡会議で報告し、助言を受

けながら管理運営に活かした。 

  なお、アンケート以外にも可能

な範囲で利用者に声をかけ、意見等

の把握に努めた。 

A 

（施設所管課評価） 

・成果のあった点：  各種事業を適切に実施した。 

          施設の管理運営に必要な研修を実施し、利用者への適切な対応に努めた。 

各種メディア等を活用し、特にホームページ及びＸ、Instagramを頻繁に更新して、

積極的に広報活動を行い誘客に努めた。 

・改善を要する点： 特になし 

A 

 

 

 

(4) サービス提供の安定性、継続性 

項 目 事業計画、県が求める水準 実績（指定管理者の自己評価） 
評価 

指標 

事業収支 ・ 応募段階の収支計画と乖離 し

ていない。 

・ 指定管理料については管理運営

検討会及び運営連絡会議で都度報

告・協議しながら執行し、適正な

支出管理を実行できた。 

 

・ 物価や光熱水料費の高騰による

支出面の影響及び岩手山入山規制

による観光客数と売上の減少の影

響を受けているが、毎月の収支を逐

次確認し適正な収支を確保できた。 

A 

指定管理者の経営状況 ・ 財務状況が著しく悪化していな

い。 

・ 現在、当委員会の財務状況に運

営上の問題は生じていない。平成 25

年１月４日から公益社団法人に移

行し、緑の募金の運営を中心に公益

目的事業に取り組んでいる。 

A 

（施設所管課評価） 

・成果のあった点： 概ね計画通りに実行できた。 

・改善を要する点： 特になし 

A 

 

 

 

 

※（注１）県記載欄：「事業計画・県が求める水準」、「評価指標」「施設所管課評価」 

指定管理者記載欄：「実績（自己評価）」 

（注２）評価指標 
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Ａ：協定書、提案書等の内容について高レベルで実施され、また、計画を上回る実績（効果）があり、優れた管理がな

されている。 

Ｂ：概ね協定書、提案書等の内容どおり実施され、計画どおりの実績（効果）があり、適切な管理が行われている。 

Ｃ：一部、改善・工夫を要する事項が見られたが、改善済み、または改善される見込みである。 

Ｄ：協定書等の内容に対し、不適切な事項が認められ、改善を要する。 

 

 

８ 指定開始年度から評価年度までの総合評価 

(1) 指定管理者の自己評価 

① 成果があった取組み、積極的に取り組んだ事項 

・ 令和７年度は新たに「県民の森春まつり」を開催し、新緑の時期の県民の森の魅力を発信することで、大型

連休後の入込人数を増やすことができた。 

・ 木育コーナーを利用する家族連れやインバウンド観光等、新たな客層を踏まえたさらなる施設利用促進に向

け、各市町村、地元観光協会、マスコミ各社等への行事チラシの情報提供と広報掲載依頼を継続して行ったほ

か、近隣施設等には直接職員が説明を行った。また、ホームページや X、Instagram による情報提供はこまめ

に更新し、季節ごとの園内情報、特にも桜の開花時期・紅葉時期の細やかな情報を提供した。学習館内の創作

コーナーの内容を見直し、何度訪れても楽しめる体験ができるよう工夫を続けている。 

・ 近隣宿泊施設や観光協会等と連携し、観光客の県民の森利用について随時受け入れを行った。 

・ みんなの広場のサクラや全国植樹祭の記念で植樹したアジサイ並木等にも適宜手入れを行い、園内の景観維

持に努めた。 

・ 自主事業で実施している園内散策ツアーが好評なことから、随時受入できるプライベートガイドを受付け、

令和７年度は、計６回実施することができた。 

・ 緑の少年団大会や県民ボランティア活動など、当委員会の本部事業において県民の森園内を活用し、参加者

が森林・自然に触れ合う機会や県民の森に興味を持ってもらう機会を提供することができた。 

・ 関係機関の応援協力体制もあり、職員数は少ないながらも円滑な業務運営を行うことができた。引続き細や

かなサービスを提供できるよう体制強化に努める。 

 

 

② 現在、苦慮している事項、今後、改善・工夫したい事項、積極的に取り組みたい事項 

【苦慮している事項】 

・ 施設設備や備品の老朽化により、年々修繕箇所は増加しており、指定管理料での対応が難しくなってきてい

る。先に提出している修繕箇所リストに基づき、修繕等進められているものの、高額な費用を要するものも多

く時間がかかる傾向にある。また、職員に対し十分な給与待遇を確保しづらく、予算配分に苦慮している。 

・ 岩手山噴火警戒レベル引き上げによる入山規制が継続しており、入込人数や自主事業売上に影響が及んでい

る。 

 

【改善・工夫事項】 

・ 木育コーナーの導入により、低年齢の子どもの家族連れが増加し利用者の層が変化していることから、必要

とされるサービスについて検討し、学習館の利用促進に向け、Xや Instagram、マスコミへの発信に力を入れた。 

・ リピーターに飽きられない行事企画等も必要とされることから、現体制で可能な範囲で行事内容を検討し、

関係機関等との連携を行い、より魅力的な行事の開催に努めた。 

 

【今後の取り組み事項】  

・ 引き続き利用者を第一に考えた園内整備や、施設利用促進に向けた積極的な広報に力を入れる。特にも木育

コーナーやサクラなど、注目されつつある箇所を上手く活用し、県民に親しんでもらう環境を提供できるよう

努める。岩手山入山規制の影響は大きいが、現体制で可能な範囲で行事内容を検討し、継続して情報発信も行

っていく。 

・ キャンプ場の今後の利用などを含め、現在の各施設の状況を確認し、県と協議しながら管理運営を行う。 
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③ 県に対する要望、意見等 

・ 学習館、木材工芸センター、キャンプ場等付設施設を含め、森林公園としての県民の森全体の将来像につい

て、中・長期的な計画を一体となって検討する必要があると思われる。 

  県民の森の造成から 50 年以上が経ち、当時植栽した公園林は、樹勢が衰えた危険木や枯損木も多い。その

中で緑の少年団大会をはじめとした多様な植樹活動がなされ、新たな木々の育成も進んでいる。そこで、いま

いちど総合的に公園林の状況を把握し、岩手を代表とする森林公園として、公園利用者やランドスケープ、森

林浴等を考慮した観点から公園林整備及び施設整備計画が確実に実施されるよう、進めていただきたい。 

 

・ 「夫婦桜」の樹勢が近年著しく衰えている。八幡平有数の桜の名所で、多くの花見客が訪れる岩手県の貴重

な自然資産であることから、早期に樹木医による診断、保全をお願いしたい。 

  また、園内のオオヤマザクラを中心にてんぐ巣病に感染したとみられる樹木が非常に多く、県民の森職員で

の対処は困難であるため、調査、治療をお願いしたい。 

 

・ 学習館の展示について、若年層が興味を持てるような最新のスマート林業に関する展示物を増やすなど、展

示物について検討をお願いしたい。また、定期的なコンテンツの見直し、リニューアルを行い、その時々の最

新の情報を提供できるようお願いしたい。 

  岩手県の施設として、県の森林・林業の現状等を正確に情報発信することは大変重要であるため、展示物の

リニューアルが実現するまでの間、即時対応可能なハレパネ等での補足展示や関係機関作成のパンフレット配

布等で少しでも補えるよう、資料の提供等について関係機関に協力要請をお願いしたい。 

 

・ 現状でも少人数の職員での除雪に苦慮しているため、岩手山入山規制解除後を見込み除雪の対応に必要な予

算措置等についてご配慮お願いしたい。 

  七滝までの入山規制が解除された際は、冬季来園者が増加し、現在除雪している学習館前駐車場のみでは収

容不可能と予想される。通常除雪していない第二駐車場の除雪が必要となるが、現状を鑑みると県民の森職員

が作業することは困難である。七滝氷瀑は全国そして海外から多数来園する岩手県の貴重な自然資産、観光資

源であるため、入山規制解除時の最優先懸案事項として、問題解決をお願いしたい。 

・ 入山規制解除後には、現在保留とされている登山道沿いの危険木の処理についてすぐに対応できるよう手続

きをお願いしたい。 

 

・ 先に提出している県民の森施設及び備品等で修繕・補修が必要なものリストを中心に、計画的な修繕、更新

等について御配慮いただきたい。 

 

・ 物価高騰、施設の老朽化、人件費ほかの高騰等の社会情勢から、全体の指定管理料の配分について状況に応

じた適正な予算確保をお願いしたい。 

(2) 県による評価等 

① 指定管理者の運営状況について 

・ 岩手山入山規制のため秋・冬季利用者数は抑えられているが、ほぼ昨年度と同程度の来客数を保っている 

・ 計画に基づき管理・運営を行うとともに、施設来館者へ必ず挨拶をする等、サービスの質や安全性の向上 

に努めている。 

・ ホームページや SNS等での積極的な広報活動を行うことにより県内に限らず県外からも来園者が来るなど、 

誘客に努めた。地元自治体や地域団体等と連携し、施設の利用促進を図った。 

・ 突発的な施設破損、管理・運営上支障となる案件が発生した際は、利用者の安全、利便性に配慮し、臨機

応変に対応した。 

・ 季節ごとに県民の森の環境を活用した魅力あるイベントを企画し情報発信を行った。 

・ 園内の枯枝や倒木、下層刈払など、きめ細やかな処理を行っている。 

② 県の対応状況について（自己評価） 

・ 指定管理者が月１回開催する運営連絡会議に出席し、管理・運営状況の把握、情報共有に努めた。また、突

発的な事案については、指定管理者から報告・相談があった都度対応した。 

・ 施設・設備の修繕等について、利用者等の安全性及び施設の快適性を考慮し、優先度の高いものから実施し

ている。 

③ 次期指定管理者選定時における検討課題等 

・ 経年劣化により修繕・更新が必要な施設・設備が多数ある。 

 



- 14 - 

９ 改善状況等 

改善を要すると評価された項目（Ｃ、Ｄ評価の項目について） 

 

 

 

改善状況 

（指定管理者から県への報告年月日： 年 月 日） 

 

 

 

改善状況の確認 

（再評価年月日  年  月  日） 

 

 

 

 

 


